
公開期間：令和7年4月21日～令和7年5月8日

件名：

番号 質問対象書類 質問対象項目 質問内容 回答内容

（例） 仕様書
仕様書　P.２
６．２「・・・・・・」

1 仕様書 ５ 業務内容
データベースのレコード数は現状何件ですか。また
データベースのファイル容量はどれくらいでしょう
か。

およそ6万件です。年間2000件程度増えます。他のデー
タベースも併用しているDBMSのファイル容量のため、
本業務のみのファイル容量を明確に示すことはできま
せん。

2 仕様書 ５ 業務内容
データベースのレコード数は今後〇年（例えば5年）程
度でどの程度の増加を見込みますか。

年間2000件×5年で、5年間で1万件増加の見込みです。

3 仕様書 ５ 業務内容
データベースへのアクセス数はどれくらいですか（月
／日／時間）

1日平均約300アクセスです（1月平均約9,000、1時間平
均約12アクセス）。

4 仕様書 ５ 業務内容
データベースへのアクセス数は今後〇年（例えば5年）
程度でどの程度の増加を想定しますか。

今後5年間で1日あたり600アクセス程度の増加（+300ア
クセスの増加）を想定します。

5 仕様書 ５ 業務内容 検索の応答時間は何秒以内を目標としますか
EdgeやWebサーバーのtimeoutを勘案して60秒以内でお
願いします。

6 仕様書 ５ 業務内容
サポートする言語は日本語のみ。文字コードはUTF-8を
想定して問題ないですか

ユーザーインターフェースは日本語のみ、データベー
スに収納するデータは多言語対応でお願いしたいた
め、対応可能なUTF-8でお願いします。

7 仕様書
5.1 (2)Web フロントエンド
の開発

サポートするブラウザ・端末について指定があれば教
えてください。

Windows版Edgeの業務開始時の最新バージョン（安定
版）でお願いします。

8 仕様書
仕様書　P.1
4.「目的」

本業務の目的として「クラウド化により内製コストや
運用コストを低減することが期待」とありますが、現
在の運用コストをご教示いただくことは可能でしょう
か。
想定される運用コストを踏まえたクラウド環境の選定
を行うために確認させていただきたいです。

現在の運用コストは令和6年調達「国立環境研究所ネッ
トワークサービス機器賃貸借一式及びネットワークシ
ステム運用保守業務」の運用保守業務の一部として含
まれています。

9 仕様書

仕様書　P.1
5．1（1）
「クラウド型データベース及
び WebAPI の開発」

クラウド環境の選定は請負者の裁量でよいでしょう
か。
特定のクラウドベンダー（AWS等）や選定要件（日本国
内リージョンの利用など）はありますか。

ISMAPクラウドサービスリストに登録されているものか
ら選択する必要があります。

10 仕様書
仕様書　P.2
5．1（1）表2
「検索項目名 」

検索項目は表2の内容で確定でしょうか。例えば、論文
の本文検索機能は不要という理解でよろしいでしょう
か。

検索項目は表2.のとおりです。論文の本文検索機能は
不要です。

11 仕様書

仕様書　P.2
5．1（2）
「Webフロントエンドの開発
」

フロントエンド画面のデザインは、請負者と発注者の
どちらが担当しますでしょうか。

請負者が担当します。既存のページ
（https://www.nies.go.jp/db/eic/ronbun/ja/ron1.ph
p）を参考にしてください。

12 仕様書

仕様書　P.2
5．1（3）
「データベースのインポート
機能の開発 」

データのインポート機能は、Webフロントエンドに管理
者画面を設けてそこからインポートするご想定でしょ
うか。それともローカルからスクリプト等でアップ
ロードを行うご想定でしょうか。

ローカルからスクリプトでアップロードすることを想
定しています。

13 仕様書

仕様書　P.2
5．1（3）
「データベースのインポート
機能の開発 」

インポートするファイルの内容でデータベースの内容
を全て置き換える機能（全データの差し替え）の認識
でよろしいでしょうか。

全データの差し替えで問題ございません。

14 仕様書
仕様書　P.2
5．2（2）㋓
「データベース構築」

本業務で扱う「発表研究論文データベース」は、本業
務の範囲内で、他の既存データベースと連携させる予
定はありますか。

他データベースと連携させる予定がありますが、本業
務の対象範囲外です。

15 仕様書

仕様書　P.3
5．4（3）
「開発期間中も含めクラウド
契約はNIESが行う。」

開発期間中のクラウド契約に伴う費用負担は、請負者
と発注者のどちらでしょうか。

開発中も含めクラウド契約の費用は、発注者が負担し
ます。

16 仕様書
仕様書　P.4
10.「検査」

本稼働後のログ監視や運用状況のご報告などは、本業
務に含まれますでしょうか。

ログ監視や運用状況の報告は含みません。

17 仕様書 5.1 開発内容
想定しているデータ件数やインポート頻度、追加頻度
などはありますでしょうか？

およそ6万件です。年間約2000件増えます。1日1回、全
データのインポートを想定しています。

18 仕様書 5.1 開発内容 パフォーマンス要件はありますでしょうか？
検索の応答時間はEdgeやWebサーバーのtimeoutを勘案
して60秒以内でお願いします。

19 仕様書 5.1 開発内容 アクセスに関して、ユーザー管理は必要でしょうか？ ユーザー管理機能は必要ありません。

20 仕様書 5.1 開発内容
セキュリティに関して外部審査を受ける必要があるな
どの要件はあリますでしょうか？

本業務の対象外の業務として、セキュリティ脆弱性診
断を実施します。

令和７年度発表研究論文データベース開発業務

質　問　回　答　書



21 仕様書 5.1 開発内容
コンテンツの管理（バックアップ頻度など）は、どの
程度考える必要があるでしょうか？

データベースはローカルにあるものをインポートする
ので、バックアップする必要のある対象は実行環境の
みになると存じます。そのためバックアップ頻度は開
発期間中を除き極小になるものと存じます。

22 仕様書 5.1 開発内容
運用を見据える場合、それに対して機能要件はありま
すでしょうか？

仕様書に記載している要件がすべてです。

23 仕様書 5.1 開発内容 運用時に前提としている SLA はありますでしょうか？ 仕様書に記載している要件がすべてです。

24 その他
データ移行について掲載がございませんが、システム
の開発のみで移行はないという認識でよろしいでしょ
うか。

NIESの用意するXMLをインポートするので、移行はござ
いません。

25 その他
データ移行を行う場合、現在のデータ件数(移行数)と
10年後の想定件数をご教示ください。

データ移行はございませんが、参考までに規模感を述
べさせていただきますと全データ件数6万件、10年後は
8万件です。

26 仕様書
P2,5.1(3)データベースのイ
ンポート機能の開発

XML形式等で作成されたデータをインポートするイン
ターフェース機能を構築を記載がありますが、どの画
面から登録する想定でしょうか。管理画面を作成する
想定でよろしいでしょうか。

ローカルからスクリプトでアップロードすることを想
定しているため、WebAPIなど自動化に適した方式をお
願いします。

27 その他
管理画面が必要な場合、必須の機能はありますでしょ
うか。

管理画面は必要ございません。

28 その他

現在のデータベース
(https://www.nies.go.jp/db/eic/ronbun/ja/ron1.php
)のように利用する人に制限なく、どなたでも利用でき
るデータベースシステムという認識でよろしいでしょ
うか。

制限無く、どなたでも利用できるデータベースシステ
ムです。ユーザー管理は必要ございません。

29 仕様書
5.1(1）クラウド型データ
ベース及びWebAPIの開発

クラウドはAWSの使用を想定していますが問題ないで
しょうか。

問題ございません。

30 仕様書
5.1表1
研究課題コード(1)　備考欄
研究課題コード(2)　備考欄

「NIES内のみ出力」と記載がありますが、IPで閲覧制
限をするようなイメージでしょうか。

WebAPIの段階で、IPアドレス又は認証機能で閲覧制限
を行う方式をご検討ください。

31 仕様書
5.1(3)データベースのイン
ポート機能の開発

データベースにデータを追加する際は、インポート機
能で行う認識ですが、管理担当者用のログイン画面を
設け、インポートを行う流れでよろしいでしょうか。

自動化に適するようにWebAPI等で実装をお願いしま
す。

32 仕様書
5.1(3)データベースのイン
ポート機能の開発

エクスポート機能がありませんが、不要でしょうか。 エクスポート機能は不要です。

33 仕様書
5.1(3)データベースのイン
ポート機能の開発

「インポートするデータはXML形式等」とありますが、
CSV形式でも可能でしょうか。

CSV形式でも構いませんが、XML形式が望ましいです。

34 仕様書
5.1(3)データベースのイン
ポート機能の開発

「インターフェース機能は自動化に適するように
WebAPI等で実装すること。」とありますが”自動化”
とは
どのような意味合いでしょうか？

本要求事項の「自動化」は、人手を煩わすことなく、
定期的にローカルでスクリプトを動かしてデータベー
スを更新することを意味します。

35 仕様書 データ移行

現行の発表研究論文データベースは20053件格納されて
いるようですが、
以降予定件数はどの程度の件数になりますでしょう
か。

データのレコード件数は現在、約6万件です。年間2000
件程度増えます。

36 仕様書 データ移行
テーブルデータのみ移行するという認識で間違いない
でしょうか。
PDFファイル等の移行は無いでしょうか。

PDFファイル等の移行はございません。

37 仕様書 P1.5.業務内容　（全体）
再構築の対象になる既存システムは下記ＵＲＬでよろ
しいでしょうか？
https://www.nies.go.jp/db/eic/ronbun/ja/ron1.php

ご認識のとおりです。

38 仕様書 P1.5.業務内容　（全体） 現在の画面数を教えていただけますでしょうか？
検索画面、一覧表示画面、詳細表示画面の３画面で
す。

39 仕様書 P1.5.業務内容　（全体） アカウントの管理は必要ないのでしょうか？ 必要ございません。

40 仕様書
P1.5.1開発内容
(1)クラウド型データベース
及びWEBAPIの開発

クラウドサービスのご指定はございますでしょうか？
ISMAPクラウドサービスリストに登録されているものか
ら選択する必要があります。

41 仕様書
P1.5.1開発内容
(1)クラウド型データベース
及びWEBAPIの開発

データベースのご指定はございますでしょうか？

本業務ではWebAPIとWebフロントエンドによるサービス
構築を想定しているためバックエンドのDBMSにこだわ
るものではございません。ただし、DBMSのライセンス
費用はクラウド契約に含まれるものとし、別途で予算
を用意するものではございません。

42 仕様書
P1.5.1開発内容
(1)クラウド型データベース
及びWEBAPIの開発

既存システムからのデータ移行作業は必要でしょう
か？

NIESの用意するXMLをインポートするので、移行はござ
いません。

43 仕様書
P2.5.1開発内容
(3)データベースのインポー
ト機能

利用者が検索した資料のダウンロード機能は必要ない
のでしょうか？

必要ございません。



44 入札説明書

（別紙５）契約書（案）
第11条　報告
第12条　検査
第13条　契約金の支払

指定されている契約期間より早い時期での作業完了が
見込まれるため、契約金の支払時期をおうかがいした
いです。

契約後に作業スケジュールを策定し、作業が完了した
ら報告・検査・支払が進行するイメージでよいでしょ
うか。

ご認識のとおりです。

45 仕様書
仕様書　P.1
5.1 (1)

検索対象となる研究論文の件数を教えて下さい。
データのレコード件数は現在、約6万件です。年間2000
件程度増えます。

46 仕様書
仕様書　P.1
5.1 (1)

研究論文の検索のスピードの要求がありましたら教え
て下さい。

検索の応答時間はEdgeやWebサーバーのtimeoutを勘案
して60秒以内でお願いします。

47 仕様書
仕様書　P.1
5.1 (1)

現行の「発表研究論文データベース」は、NIESのオン
プレミスのデータベースに格納されている状態でしょ
うか。

オンプレミスのデータベースに格納されています。

48 仕様書
仕様書　P.1
5.1 (1)

WebAPIは検索と結果画面以外に使われる場合がありま
すか。

本仕様においては、検索と結果画面以外の使い方を想
定していません。

49 仕様書
仕様書　P.2
5.1 (2)

Webフロントエンドの開発において、開発したWebペー
ジのアクセス権限管理を設定されますか。
設定される場合、アカウント発行は必要でしょうか。

アカウント管理は行いません。

50 仕様書
仕様書　P.2
5.1 (2)

Webフロントエンドの開発において、開発したWebペー
ジのアクセス権限管理を設定されますか。
設定される場合、IP制限は必要でしょうか。

表1の「NIES内のみ出力」としている項目について、
WebAPIの段階でIPアドレス又は認証機能で閲覧制限を
行う方式をご検討ください。

51 仕様書
仕様書　P.2
5.3

環境構成には、研究論文のデータの移行作業も含まれ
ますか。

NIESの用意するXMLをインポートするので、移行はござ
いません。

52 仕様書
仕様書　P.3
7 (7)

アプリケーション操作マニュアルの納品形式の相談は
可能でしょうか。
具体的には「電子媒体、NIES 担当者の指定するファイ
ル共有サービスを用いる」形式ではなく、Webページの
形にして納品する形式です。Webページにすることで、
レイアウトの自由度が向上し、読みやすくなります。

Webページの形式で問題ございません。その場合、ファ
イル共有サービスにWebページのコンテンツ（システム
構成図、クラウドサービス設定書、データベースER
図、データベーステーブル定義書、アプリケーション
操作マニュアル、プロジェクト管理のための提出資
料）のファイルをファイル共有サービスにアップロー
ドお願いします。

53 仕様書
仕様書　P.4
10

検査について、開発前に検査項目を策定して、NIES及
び弊社移管で合意した上で開発を進めることは可能で
しょうか。

問題ございません。

54 仕様書 仕様書　P.1 5 業務内容

「現行の「発表研究論文データベース」は NIES の Web
サーバー上で動作する PHP スクリプト」とありますが、現行
システムのソースコードや設計書・マニュアル等は閲覧可能
でしょうか。

請負者にソースコードを閲覧いただくことはできま
す。設計書・マニュアル等のドキュメントはございま
せん。

55 仕様書
仕様書　P.1
5.1. (1)クラウド型データベース
及び WebAPI の開発

クラウドサービスの指定はございますでしょうか。貴研究所
セキュリティポリシー4.2.1.(2)(c)では、原則としてISMAP等ク
ラウドサービスリストからクラウドサービスを選定することと
記載されていますので、ISMAPに含まれるAWSのEC2、
RDS、AZureなどの利用で問題ないでしょうか。

ISMAPクラウドサービスリストに登録されているものか
ら選択していただければ問題ございません。

56 仕様書
仕様書　P.1
5.1. (1)クラウド型データベース
及び WebAPI の開発

差支えなければ、現行の「発表研究論文データベース」で使
用されているデータベースの種類を教えていただけますで
しょうか。

現行のデータベースはPostgreSQLです。

57 仕様書
仕様書　P.1
5.1. (1)クラウド型データベース
及び WebAPI の開発

本業務で構築するデータベースの種類について指定はござ
いますでしょうかMySQL、Oracle、Microsoft SQL Serverな
ど

本業務ではWebAPIとWebフロントエンドによるサービス
構築を想定しているためバックエンドのDBMSにこだわ
るものではございません。ただし、DBMSのライセンス
費用はクラウド契約に含まれるものとし、別途で予算
を用意するものではございません。

58 仕様書
仕様書　P.1
5.1. (1)クラウド型データベース
及び WebAPI の開発

WebAPI接続を利用されるサイトは何カ所くらいを想定されて
いますでしょうか。

完全にサーバーレスなWebフロントエンドにする場合、
WebAPIをオープンにする必要があると存じます。

59 仕様書
仕様書　P.1
5.1. (1)クラウド型データベース
及び WebAPI の開発

「認証機能やアクセス制御、スキーマ検証機能を実装」とあ
りますが、WebAPIに関して、アクセス制御や認証の方式に
ついてご希望はございますか（例：IDとパスワードによる認
証、APIキーによる制限など）。

表1の「NIES内のみ出力」としている項目について、
WebAPIの段階でIPアドレス又は認証機能で閲覧制限を
行う方式をご検討ください。

60 仕様書
仕様書　P.2
5.1. (2)Webフロントエンドの開
発

Webフロントエンドを配置するWebサーバーは、クラウドサー
ビスを利用されますか。

既存のオンプレミスのWebサーバーを想定しています。

61 仕様書
仕様書　P.2
5.1. (2)Webフロントエンドの開
発

検索画面は、ユーザ管理機能や検索履歴の保存機能など
は必要でしょうか。

必要ございません。

62 仕様書
仕様書　P.2
5.1. (2)Webフロントエンドの開
発

「JavaScript等で開発」とありますが、特定のフレームワーク
や、スマートフォン対応の要否、アクセシビリティ対応など、
現時点での技術的なご指定はございますでしょうか。

特に指定はありません。スマートフォン対応は不要で
す。

63 仕様書
仕様書　P.2
5.1. (3)データベースのインポー
ト機能の開発

クラウド型データベースにインポートする項目は、表１のみ
でしょうか。

表1のみになります。

64 仕様書
仕様書　P.2
5.1. (3)データベースのインポー
ト機能の開発

クラウド型データベースに初回にインポートする、おおよそ
のレコード数を教えていただけますでしょうか。

約60,000件になります。

65 仕様書
仕様書　P.2
5.1. (3)データベースのインポー
ト機能の開発

差支えなければ、インポート元のデータベースのOS、データ
ベースの種類、プログラミング言語を教えていただけますで
しょうか。

OS:RHEL、DBMS:MySQL、PHPになります。



66 仕様書
仕様書　P.2
5.1. (3)データベースのインポー
ト機能の開発

「自動化に適するようにWebAPI等で実装」とありますが、
研究論文のデータをクラウドに取り込む際の方法について、
たとえば「毎日決まった時間に自動で取り込む方式」や「必
要なときに手動で取り込む方式」などが考えられます。現時
点での運用イメージとして、どのような取り込み方法を想定
されておりますでしょうか。

「毎日決まった時間に自動で取り込む方式」を想定し
ております。

67 仕様書
仕様書　P.2
5.2. (2) ㋑

「設計（クラウド環境設計、アプリケーション設計）」とありま
すが、 ネットワーク設計や、デプロイ設定も含まれる想定で
しょうか。

仕様書5.3記載のとおり、請負者には実行環境（本番用
の公開環境として使用する）を構築していただきます
ので、ネットワーク設計、デプロイ設計もお願いしま
す。

68 仕様書
仕様書　P.2
5.3. 環境構成

「実行環境のバックアップについてはNIES担当者と協議」と
ありますが、バックアップの頻度、保存期間、復旧方針につ
いて、現時点での想定はございますでしょうか。また、冗長
性やスケーラビリティの要件につきましても、想定があれば
ご教示いただけますでしょうか。

仕様書に記載のとおりシステム設計の段階での協議事
項となりますが、データベースはローカルにあるもの
をインポートするので、バックアップする必要のある
対象は実行環境のみになると存じます。そのためバッ
クアップ頻度は開発期間中を除き極小になるものと存
じます。

69 仕様書
仕様書　P.2
5.4. (1)作業場所

開発期間中については、海外拠点からクラウド環境にアク
セスして作業を行うことは認められますでしょうか。

データベースには個人情報を含むため、海外からの作
業は行わないようにお願いします。

70 仕様書
仕様書　P.3
6. (2) 定例会

「  打ち合わせの開催頻度、実施方法、参加者については
請負者と NIES担当者の間で都度、協議して決定」とありま
すが、定期打ち合わせの開催頻度（例：週1回、隔週など）に
ついて、現時点での想定がございましたらお知らせくださ
い。

隔週1回か、それより頻度は少なくなるものと想定して
います。

71 仕様書
仕様書　P.3
8. 著作権等の扱い

OSS（オープンソースソフトウェア）を利用する場合、事前確
認や届出は必要でしょうか。

NIES担当者との事前協議をお願いします。

72 仕様書
仕様書　P.3
9. 情報セキュリティの確保

情報セキュリティ対策の提出様式について、テンプレート等
がございましたらご提供いただけますでしょうか。

提供可能です。
chotatsu@nies.go.jpにお問い合わせください。

73 仕様書
仕様書　P.4
10. 検査

機能の網羅性、応答速度、表示崩れなど、合否判定におけ
る基準の詳細はございますでしょうか。

検査項目について協議させていただきたいと存じま
す。応答速度については、検索の応答時間は60秒以内
でお願いします。

74 仕様書
仕様書　P.4
10. 検査

契約不適合責任期間中の対応範囲（改修工数の上限や対
応スケジュール）について、大まかな想定はございますで
しょうか。

仕様書のとおり、1年間の契約不適合責任期間を定める
のみになっています。したがって、不具合の対応は速
やかな実施をお願いするのみであり、明確な目標復旧
時間はございません。


